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総合評価 

高い優位性を持っており、実用化が期待される有望技術と考える。 

ビジネスとして成功させるには高度な戦略とそれを実施するチームビルディング

が必要不可欠である。特に、知財ライセンシングが中心のビジネスモデルを想定して

いるため、継続的な特許出願、訴訟リスクへの対応など、製品販売やサービス提供と

は異なる事業計画の立案が必要であり、それらに対応出来る経営人材の確保が必要で

ある。 

事業化を加速させるにあたり、まずは国内造船業を優先すべきだが、海外展開、造

船関連以外での多用途展開の是非やその時期などを考慮しながら資本政策の検討も

進めていくことを期待する。 
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